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今
年
の
ノ
サ

プ
集
会
に
は

連
合
島
根
か
ら
９
名
が
参
加
し

西
部
地
協
か
ら
は
、
青
年
女
性

委
員
会
か
ら
「
手
島
孝
侑
」
副

委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

根
室
市
に
あ
る
納
沙
布
岬

「
望
郷
の
岬
公
園
」
で
開
催
さ

れ
た
「
２
０
２
４
平
和
ノ
サ

プ
集
会
」
で
は
、
元
島
民
の
方

の
た
ち
の
平
均
年
齢
が
８８
歳

を
超
え
る
中
で
、
日
本
政
府
に

は
日
露
関
係
の
改
善
と
そ
の
先

に
あ
る
１
日
も
早
い
北
方
領
土

問
題
の
解
決
に
向
け
た
対
ロ
シ

ア
外
交
交
渉
に
粘
り
強
く
望
む

こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
世
界

の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て

平
和
行
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と

呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
連
合
島
根
か
ら
の
参

加
者
は
、
連
合
中
国
ブ
ロ

ク

の
仲
間
と
と
も
に
、
同
じ
領
土

問
題
と
し
て
「
竹
島
の
領
土
権

確
立
」
に
つ
い
て
、
世
論
喚
起

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
チ
ラ
シ

配
布
と
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
加
え
て
、
集
会
の
中
で
は
、

「
特
別
報
告
」
と
し
て
、
中
部

地
協
か
ら
参
加
し
た
「
神
田
真

哉
」
大
田
地
区
会
議
議
長
が
「
竹

島
問
題
の
歴
史
と
現
状
」
に
つ

い
て
報
告
し
、
竹
島
は
「
わ
が

国
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
訴
え
「
２
０
２
４
平

和
ノ
サ

プ
集
会
」
参
加
者
に

理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
「
２
０
２
４
平
和
ノ
サ

プ
集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
参
加

者
全
員
で
採
択
し
、
改
め
て
北

方
領
土
の
早
期
返
還
に
向
け
て

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
の
認
識
の
共
有
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

西
部
地
協
は
、9
月
２８
日

(

土)

に
浜
田
市
内
の
「
浜
田

市
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
竹
島
問
題

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
に
は
、
組
合
員
と
推

薦
議
員
団
の
皆
様
に
も
参
加

い
た
だ
き
総
勢
３３
名
で
「
竹

島
問
題
と
島
根
県
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
は
島
根
県
か
ら

竹
島
問
題
啓
発
推
進
員
の

「
小
村

僚
」
氏
を
お
招
き

し
、
竹
島
領
有
の
根
拠
や
国

際
法
上
の
権
原
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
的

な
観
点
か
ら
の
竹
島
に
つ
い

て
と
し
、
戦
後
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
下
に
お
け
る
米
英
共
同
草

案
の
中
で
、
日
本
が
放
棄
す

る
領
土
の
中
に
「
竹
島
」

が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
や

地
図
上
に
お
け
る
「
竹
島
」

の
位
置
の
問
題
な
ど
に
も

ふ
れ
て
様
々
な
視
点
か
ら

竹
島
問
題
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

今
な
お
韓
国
に
よ
る
不

法
占
拠
の
積
み
重
ね
や
漁

業
問
題
な
ど
が
あ
る
中

で
、
竹
島
問
題
が
未
だ
に

島
根
県
独
自
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
連
合
島

根
と
し
て
も
引
き
続
き
、

早
期
に
国
と
し
て
竹
島
の

日
を
制
定
し
て
、
広
く
国

民
に
問
題
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
ま
た
平
和
的
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
学
習
会
を
通
じ

て
正
し
い
認
識
と
重
要
性

に
つ
い
て
訴
え
て
い
き
ま

す
。

２０２４年１０月１５日公示、２７日投開票の日程で施行され

た第５０回衆議院議員選挙島根２区において、連合島根推薦の

『大塚さとこ』候補の必勝に向け取り組みの強化を図りました。

自民党の裏金問題などで追い風ムードの中ではありましたが、

立候補表明から投票日まで１ヶ月ないという状況で知名度不足

が響き議席の確保は果たせませんでした。準備期間の無い状況

の中で各地区会議及び各構成組織の皆さんのご支援・ご協力に

対して改めて心より感謝とお礼を申し上げます。

【選挙結果】

候補者名 所 属 得  票 当・落 備  考 

大塚 聡子 立民党 49,302 票  57 歳 新人 

高見 康裕 自民党 99,829 票 当 44 歳 

亀谷 優子 共産党 14,983 票  38 歳 新人 

                    投票率：58.16％



10月 31日(木)、今年も西部地協は「山本 浩章」益田市長
をお招きし、益田市政懇談会を益田市内で行いました。

 当日は、西部地協および益田・鹿足地区会議役員および構

成単組・支部代表者など 16名の参加をいただき、主催者を代
表して西部地協の高平議長から懇談会の目的などについて挨

拶を受けました。その後、山本市長から「益田市の市政運営

と課題」と題して講演をいただきました。

山本市長からは、7月の選挙戦で公約に掲げた 7つの政策ビ
ジョンの取り組み状況について詳しく説明を受けました。特

に災害対策では能登半島地震をうけて市民の命を守るための

防災・減災に力を入れていることや喫緊の課題である公共交

通の問題、萩石見空港の利用促進についてなど多くの課題を

共有するとともに今後の市政

運営について意見交換を行い

ました。意見交換では、公共

交通の利用促進に向けた取り

組み、カスハラの益田市とし

ての今後の考え方について、

ＤＸ導入する中で職員や利用

者の目線での推進についてな

どの意見交換を行い山本市長

との懇親を深めました。

10月 26日（土）、西部地協は青年女性委員会と共催で、中
国電力(株)ご協力のもと地協幹事・各地区会議青女から参
加を得て総勢 17 名の参加のもと、三隅火力発電所を訪問
しエネルギー研修会を開催しました。研修会では、初めに

三隅火力発電所の概況の説明を受けた後、実際に発電所内

を見学し各施設の説明を受けました。見学後の質疑におい

ては石炭の種類で燃焼力が変わるのか、メンテナンスの期

間・人員について、発生した蒸気の熱源の利用方法など多

くの質疑があり参加者のエネルギー問題に関する意識の

高さがうかがえました。

青山 咲季 （益田市職員労働組合）

10 月 26 日(土)、三隅発電所にてエネルギー研修会に参加しました。発電所の見学は初めて
で、エネルギーに関する知識もありませんでしたが、わかりやすく教えていただきました。施

設見学では、ボイラのある建物の屋上で施設を一望し、どこの装置でどのようにエネルギーに

変換されるのか、臨場感を持って学ぶことができました。職員の方から、需要と供給の釣り合

いが取れるように発電量を常に管理しているのだとお聞きし、電気を何気なく使えるのは発電

所の技術や調整力のおかげだということを忘れてはいけないと思いました。


